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～ はじめに ～ 

 

 

◎ このたびはリチウムイオン蓄電システム「Smart Star」をお買い求めいただき，まことにあ

りがとうございます。 

 

◎ 本システムは割安な深夜電力で貯めた電気を日中に使用することで，月々の電気料金を抑え，

消費電力のピークシフトを実現できるシステムです。 

 

◎ 商用系統と連系しているため，通常のコンセントで家庭内電気機器をご使用いただけます。

停電時であってもつなぎ替える必要はありません。 

（一般負荷ラインと特定負荷ラインに分けて施工された場合，停電時は特定負荷ラインに接続され

た電気機器のみご使用いただけます。一般負荷と特定負荷については 9 ページの「電気機器と

の接続について」をご参照ください。施工内容については 48ページの「設定確認」でご確認い

ただけます。） 

 

◎ 停電時には非常用電源として使用できます。 

 

◎ 太陽光発電システムを併設すると，より高度な機能を実現できます。 

 

◎ 本システムは“ECHONET Lite”規格に対応しています。 

 

◎ 安全にご使用いただくために使用前に必ずこの取扱説明書をお読みいただき，正しくお使い

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギーモニター 

蓄電システム本体は 

リチウムイオン蓄電池 

バッテリーマネジメントユニット 

蓄電パワーコンディショナ 

を内蔵しています。 

屋内から蓄電システム本体のモニターおよび 

制御を行います。 

蓄電システム本体 

「ECHONET Lite」はエコーネットコンソーシアムの登録商標です。 
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～ 安全にお使いいただくために ～ 

 

人への危害，財産への損害を防止するため，必ずお守りいただくことを説明しています。この

取扱説明書をよくお読みいただき，正しくご使用ください。 

 

してはいけない内容です 
 

 

必ず実行していただく内容です 
 

 

   警告 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が死亡または重傷を負うおそれがある場

合，その危険を避けるための情報を記載しております。 
 ※病院・診療所の医療機器，家庭内の生命に関わる機器（医療機器等）に絶対

に接続しないでください。 
本システムは無停電電源装置ではありません。停電直後や復電直後，または停電発生後の

自立運転中に蓄電池残量が少なくなったときに電力供給を停止するため，医療機器が動作

しなくなり，生命に影響を与えるおそれがあります。 

 ※心臓ペースメーカー等の医療機器をご使用中の方は，蓄電システム本体（以

下，「本体」とします）に近づいたり，エネルギーモニターを操作したりし

ないでください。 
医療機器の誤動作等により，生命に影響を与えるおそれがあります。 

 ※本体およびエネルギーモニターを分解，改造，塗装しないでください。 
本体およびエネルギーモニターの故障，火災，感電，けがの原因になります。 

 ※本体に接続されているアース線は外さないでください。 
火災，感電，故障の原因となります。 

 ※以下の場合，販売店にご連絡ください。また，指示があるまで本体に近づか

ないでください。 

○点検，故障，緊急停止時 

○本体に変形，割れ目，異音，ケーブル破損が発生した場合 
放置すると火災の原因になるおそれがあります。また，近づくと感電，けがのおそれがあ

ります。 

 ※本体から発煙，発火，異臭が発生した場合，次の処置を速やかに行ってくだ

さい。 

○蓄電系統用ブレーカ，蓄電負荷用ブレーカを切ってください。 

○直ちに消防署に通報してください。 

○エネルギーモニターの「設定」画面で「システム OFF」を実行し，シス

テムを停止させてください。 

○販売店にご連絡ください。 

以後は本体およびケーブルに触れないでください。 
火災，感電，けがのおそれがあります。 
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   警告 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が死亡または重傷を負うおそれがある場

合，その危険を避けるための情報を記載しております。 

 ※本体を以下の場所に設置しないでください。 

○浸水のおそれのある場所 

○直射日光があたる場所 

○周辺温度が 45℃以上になる場所 

○湿度が高い場所（85%以上） 

○ガス類が漏れるおそれがある場所 

○無線機，基地局等の高周波機器がある場所 

○振動または衝撃を受ける場所 

○鉄粉やシリコーン等を含む粉塵がある場所 

○海風が当たる場所 

○油煙が多い場所 

○排水溝の近く等水蒸気が発生する場所 

○居住屋内 

○標高が 1000 mを超える高地 

○静電気やノイズが多い場所 

○積雪のおそれがある場所 

○ホコリの多い場所 

○硫化水素等の腐食性ガスが発生する場所 

○可燃性ガスが発生するおそれがある場所 
変形，発熱，塗装のはげ，腐食，発熱，故障，部品の破裂の原因になります。 

 ※エネルギーモニターを屋外に設置しないでください。 
腐食，故障の原因になります。 

 ※本体およびエネルギーモニターに冷気や蒸気，熱風をあてたり，熱源や火気

を近づけたりしないでください。 
本体およびエネルギーモニターの変形，発熱，塗装のはげ，発熱，故障の原因になります。 

 ※ケーブル類が破損するような状況で使用しないでください。 
感電，ショート，火災の原因となります。 

 ※本体の吸気口や排気口をふさいだり，物を入れたりしないでください。 
感電，ショート，火災の原因となります。 

 ※災害発生時や雷鳴発生時には本体，ケーブル，エネルギーモニターに触れな

いでください。 
感電，火災の原因となります。 

 ※子供を本体周囲で遊ばせたり，エネルギーモニターを子供に触らせたり操作

させたりしないでください。 
けがの原因となります。 

 ※本体およびエネルギーモニター付近で薬剤の散布はしないでください。 
火災，故障の原因となります。 

 ※人為的に本体を蹴ったり，物をぶつけたり，強い衝撃を与えないでください。 
本体の変形，蓄電池の破損，故障の原因となります。 

 ※本体およびエネルギーモニターから出ているケーブルを外したり，引いた

り，曲げたり，切断しないでください。 
本体およびエネルギーモニターの故障，火災，感電，けがの原因になります。 
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   警告 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が死亡または重傷を負うおそれがある場

合，その危険を避けるための情報を記載しております。 

 ※積雪があった場合，本体およびその周囲（左右 95 cm，正面 10 cm，背面 10 

cm）を除雪してください。 
雪により本体を視認できずに接触事故が発生するおそれがあります。また，雪により吸気

口または排気口がふさがることで本体内部の温度が上がり，火災の原因になるおそれや，

雪により腐食が発生するおそれがあります。 

（上記の空間はメンテナンス用スペースを含みます。） 

 

   注意 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が傷害を負う，または物的損害が生じる

おそれを避けるための情報を記載しております。 

 ※本体およびエネルギーモニターに強い電波を発する機器を近づけないでく

ださい。 
内部の回路が誤動作し，故障の原因になります。 

 ※エネルギーモニターに水をかけたり，物をぶつけたり，直射日光や強い照明

を当てたりしないでください。 
エネルギーモニターの変形，腐食，故障の原因になります。また，感電のおそれがあります。 

 ※本体を設置後，特定負荷用分電盤内の蓄電系統用および蓄電負荷用ブレーカ

を変更しないでください。 
故障の原因になります。 

 ※本体およびエネルギーモニターにスプレー（殺虫剤，整髪料等の可燃性ガス

を用いたもの）をかけないでください。 
エネルギーモニターの腐食，故障の原因になります。 

 ※エネルギーモニターをぬれた雑巾でふかないでください。 
エネルギーモニターの腐食，故障の原因になります。また，火災，感電のおそれがあります。 

 ※水や油が付着した手でエネルギーモニターを触れたり，操作したりしないで

ください。 
エネルギーモニターの変形，腐食，故障の原因になります。また，火災，感電のおそれがあ

ります。 
 ※本体周囲（本体の左右 95 cm，正面 10 cm，背面 10 cm の空間）に物を置か

ないでください。 
本体の吸排気の妨げとなり，本体内部の温度が上昇し，蓄電池の劣化，火災の原因になりま

す。（上記の空間はメンテナンス用スペースを含みます。） 
 ※本体に水をかけたり，上にのったり，物を置いたりしないでください。 

腐食，感電，けがのおそれがあります。また，火災，故障の原因になります。 

 ※エネルギーモニターに強い力を加えたり，衝撃を与えたり，ボールペン等先

端が尖ったもので操作しないでください。 
故障の原因になります。 
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～ お願い ～ 

○本システムは停電時の無瞬断切り替え機能は搭載していません。無停電電源装置（UPS）として使

用しないでください。 

 

○本システム設置後，契約ブレーカもしくは蓄電系統用ブレーカを遮断して電気工事を行うと本シ

ステムは停電と認識して自動的に家庭内に電力供給を開始します。このため，電気工事をする際

は本システムを「システム OFF」するか，工事該当箇所のブレーカを遮断して実施してください。 

 

○ご使用いただく前に設置工事や系統連系接続工事等が必要です。本システムは可搬式蓄電池また

はポータブル電源ではありませんのでご注意ください。 

⇒設置工事は販売店にご相談ください。 

 

○本システムに機器接続用コンセントはありません。各種電気機器と直接接続することはできませ

ん。 

 

○移設・お引越しの際は販売店にご相談ください。移設先によってはご使用いただけない場合があ

ります。 

⇒移設される場合は事前に「設置場所の確認」「電力会社への手続き」が必要となります。 

 

○塀等を増設する場合，本体のメンテナンス用スペースを確保してください。詳しくは販売店にお

問い合わせください。 

 

○全く電気を使用しない場合や契約ブレーカもしくは蓄電系統用ブレーカを遮断してお出かけにな

る場合は販売店にご相談ください。（非常時以外「システム OFF」を実行しないでください。） 

 

○本システムと同一の場所にリチウムイオン電池を用いた他の設備を設置する場合，消防署への届

出が必要となることがあります。事前に販売店にご相談ください。 

 

○台風シーズンの前後，地震，強風の後は基礎と蓄電システム本体を固定しているナットに緩みや

異常がないことを確認してください。 

 

○住居や店舗以外でご使用になる場合は事前に販売店にご相談ください。 

 

○電力契約を変更する場合や他の発電設備を新規に併設する際は事前に販売店にご相談ください。 

 

○点検をご希望の際は販売店までご連絡ください。 

 

○その他ご不明な点は販売店にご相談ください。 

 

○エネルギーモニターの時間が正しく表示されていることを定期的に確認してください。 

 

○本システムは日本国内専用です。 
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～ 蓄電池の充電可能容量保証について ～ 

 

ご使用開始から 10年以内に蓄電池の充電可能容量が定格容量の 60%を下回った場合，蓄電池の 10年

保証の対象となります。充電可能容量は原則として蓄電池を回収して測定する必要があります。そ

の間は本システムをご使用いただけませんが，電気機器は引き続きご使用いただけます。 

 

 

 

～ リサイクルについて ～ 

 

本システムは，リチウムイオン電池モジュール（定格容量：6.6 kWh）を内蔵しています。リチウム

イオン電池モジュールには，ニッケル・銅・アルミニウム等の貴重な金属が使用されています。こ

れらの限りある資源の有効活用のために，リチウムイオン電池モジュールの回収・リサイクルにご

協力ください。なお，使用済み製品の廃棄に際しましては，お買い上げの販売店までお問い合わせ

ください。 
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～ システム全体図 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）図の構成，結線情報は蓄電システム使用時の一例です。お客様の住宅環境および併設設備

により変わります。 

太陽光発電システム 

商用系統 

Smart Star 
蓄電システム本体 

（LS3066HOSN） 

エネルギーモニター 

一般負荷用分電盤 

 

太陽光発電システム用
ブレーカ 

特定負荷用分電盤 

契約ブレーカ  

 

電力量計 
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～ 電気機器との接続について ～ 

 

 

 

普段は電力会社から供給される電力と本システムから供給される電力で家庭内の電気機

器は動作します。電力会社からの電力が停止（停電）した場合，本システムが供給する

電力により電気機器は動作するため，コンセントをつなぎかえることなく引き続き電気

機器をご使用いただけます。 

 

 

 

本システムは家庭内の電気機器の一部を「一般負荷」とする施工も可能です。施工の

際は販売店にご相談ください。 

（＊）一般負荷：平常時のみ使用可能です。停電時は使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）特定負荷：蓄電池から供給される電力により停電時でも使用できます。 

（＊）図の構成，結線情報は蓄電システム（LS3066HOSN）使用時の一例です。お客様の

住宅環境および併設設備により変わります。 

 

特定負荷用分電盤 

 一般負荷用分電盤 
一般負荷用 

コンセント 

特定負荷用 

コンセント 

契約ブレーカ 

商用系統 

電力量計 

蓄電系統用 

ブレーカ 

一般負荷 

テレビ 

パソコン 

洗濯機等 

一般負荷 

特定負荷 

冷蔵庫 

照明 

エアコン等 

特定負荷 

一般負荷用 

ブレーカ 

蓄電負荷用 

ブレーカ 

太陽光発電 

システム 

太陽光発電 
システム用 

ブレーカ 

配線用 

遮断器 

配線用 

遮断器 
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～ エネルギーモニターの画面表示について ～ 

 

～ 各ボタンの機能について ～ 

 

 

 

 

～ 各表示について ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① 運転モード表示 設定されている運転モードが表示されます。 

② 充電，放電状態 

充電，放電の状態を表示します。 

矢印が電池側：充電 

矢印が外側  ：放電 

矢印なし    ：待機 

③ 現在日時 現在日時を表示します。 

④ 太陽光余剰充電 
太陽光余剰充電の設定をONに設定すると表示さ

れます。 

⑤ 消費電力 使用している電力を表示します。 

⑥ 売買電力 

動作状態によって表示が変わります。 

[売電時] 

“売電”の表示と売電量 

[電力購入時] 

 “買電”の表示と購入電力量 

⑦ 充放電電力 充電電力，放電電力を表示します。 

⑧ 発電システム電力 
発電システムの電力を表示します。 

“太陽光発電”・・・  太陽光発電システムの発電量 

メイン画面 

画面を操作しない状態が 5分間続くと，自動的にバックライトが OFFになります。画面に触れるとバックライトが ONになります。 

運転モードの切り替えや充放電時間など

の設定変更を行います。 

過去1週間の蓄電池の使用履歴

を表示します。 
システム情報を表示します。 

② 

⑦ 

⑧ 

⑥ 

① ③ 

⑤ 
④ 
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項目 説明 

① 運転モード設定 
「運転モード設定」画面に移動します。また，設

定されている運転モードが表示されます。 

② 充放電設定 「充放電設定画面」に移動します。 

③ もどる 「メイン」画面にもどります。 

④ 運転操作 「運転操作」画面に移動します。 

⑤ 環境設定 「環境設定」画面に移動します。 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① ピークシフト 
運転モードをピークシフトモードに設定します。 

選択済みの場合，背景が青く表示されます。 

② バックアップ 
運転モードをバックアップモードに設定します。 

選択済みの場合，背景が青く表示されます。 

③ もどる 「設定」画面にもどります。 

 

 

 

運転モード設定画面 

設定画面 

② ① 

③ 
④ 

⑤ 

③ 

① ② 
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項目 説明 

① 充放電時間設定 充電時間,放電時間を設定します。 

② 放電停止残量設定 放電を停止する蓄電池残量を設定します 

③ 充電方法設定 充電方法を設定します。 

④ もどる 「設定」画面にもどります。 

⑤  「充放電設定 2」画面に進みます。 

 

 

 

項目 説明 

① 太陽光余剰充電設定 
太陽光発電に余剰電力が発生した場合の充電設

定をします。 

② もどる 「設定」画面にもどります。 

③  「充放電設定 1」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充放電設定画面 

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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項目 説明 

① 充電時間設定 

蓄電池に電力を蓄える時間(充電時間)を設定し

ます。変更すると決定ボタンが表示され変更した

時間を決定することが出来ます。 

決定するまでは変更した時間は反映されません。 

② 充電時間 

充電する時間が表示されます。 

下に「決定」，「キャンセル」が表示されている

場合は時間が変更されています。表示されている

時間に変更する場合は「決定」を，キャンセルし

て元の時間にもどす場合は「キャンセル」を押し

てください。 

③ 放電時間設定 

蓄電池に蓄えた電力を使用する時間(放電時間)

を設定します。変更すると決定ボタンが表示され

変更した時間を決定することが出来ます。 

決定するまでは変更した時間は反映されません。 

④ 放電時間 

放電する時間が表示されます。 

下に「決定」，「キャンセル」が表示されている

場合は時間が変更されています。表示されている

時間に変更する場合は「決定」を，キャンセルし

て元の時間にもどす場合は「キャンセル」を押し

てください。 

⑤ もどる 「充放電設定」画面にもどります。 

⑥ 決定 変更された充電時間,放電時間を決定します。 

⑦ キャンセル 
変更された充電時間,放電時間を元にもどしま

す。 

⑧ ホーム 
「設定」画面にもどります。設定中の場合，設定

値は反映されません。 

 

充放電時間設定画面 

① 

③ 

② 

④ 

⑧ ⑤ 
⑥ ⑦ 
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項目 説明 

① 充電開始時間 充電開始時間を設定します。 

② 充電終了時間 充電終了時間を設定します。 

③ もどる 「充放電時間設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① 放電開始時間 放電開始時間を設定します。 

② 放電終了時間 放電終了時間を設定します。 

③ もどる 「充放電時間設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放電時間設定画面 

充電時間設定画面 

② 

② ① 

① 

③ 

③ 
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項目 説明 

① 連系時放電停止残量設定 

系統連系時に蓄電池からの電力使用を停止す

る蓄電池残量を設定します。 

設定値を大きくすると，停電の発生に備え蓄電

池に多くの電力を残すことができますが夜間

充電した電力を昼間に使用するピークシフト

の効果が少なくなります。 

② 停止残量設定値 設定されている残量設定値が表示されます。 

③ 停電時放電停止残量設定 

停電時に蓄電池からの電力使用を停止する蓄

電池残量を設定します。 

停電が継続している場合など，翌日太陽光発電

を動作させるために電力を残しておきたい時

などに場合に設定します。 

設定を蓄電池の残量より大きくすると，蓄電シ

ステムは放電を停止するため家庭内が停電し

ます。 

④ もどる 「充放電設定」画面にもどります。 

⑤ ホーム 「設定」画面にもどります 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① 連系時放電停止残量設定 系統連系時の放電停止残量を設定します。 

② もどる 「放電停止残量設定」画面にもどります。 

 

 

 

連系時放電停止残量設定画面 

放電停止残量設定画面 

① 

③ 

④ 

② 

⑤ 

① 

② 
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項目 説明 

① 停電時放電停止残量設定 停電時の放電停止残量を設定します。 

② もどる 「放電停止残量設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① 定時間充電 
定時間充電に設定します。 

設定されると背景が青くなります。 

② 定電流充電 
定電流充電に設定します。 

設定されると背景が青くなります。 

③ もどる 「充放電設定 1」画面にもどります。 

④ ホーム 「設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

充電方法設定画面 

停電時放電停止残量設定画面 

① 

③ 

② 

④ 

① 

② 
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項目 説明 

① 余剰充電設定 ON 
太陽光発電の余剰電力充電機能を ON に設定しま

す。設定されると背景が青くなります。 

② 余剰充電設定 OFF 
太陽光発電の余剰電力充電機能を OFFに設定しま

す。設定されると背景が青くなります。 

③ もどる 「充放電設定 2」画面にもどります。 

④ ホーム 「設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

項目 説明 

① 日時設定 「日時設定」画面に移動します。 

② ネットワーク設定 「ネットワーク設定」画面に移動します。 

③ 音量設定 「音量設定」画面に移動します。 

④ ファームウェア更新 「ファームウェア更新」画面に移動します。 

⑤ もどる 「設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光余剰充電設定画面 

環境設定画面 

① 

③ ④ 

① ② 

④ ③ 

⑤ 

② 
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項目 説明 

① ▲，▼ 現在日時を設定します。 

② もどる 「環境設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① DHCPクライアント 「DHCPクライアント設定」画面に移動します。 

② DHCPクライアント状態 DHCPクライアント機能の設定状態を表示します。 

③ IPアドレス設定 「IPアドレス設定」画面に移動します 

④ MACアドレス MACアドレスが表示されます。 

⑤ Linkの状態アイコン LANポートの Linkの状態が表示されます。 

⑥ もどる 「環境設定」画面にもどります。 

⑦ ホーム 
「設定」画面にもどります。設定中の場合，設定

値は反映されません。 

⑧ 決定 
設定を変更中に表示されます。押すと設定が決定

されます。 

ネットワーク設定画面 

日時設定画面 

① 

④ 

⑥ 

③ 

② 

⑤ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

① 

② 
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⑨ キャンセル 変更中の設定をキャンセルします。 

 

 

 

項目 説明 

① 有効/無効 
DHCP クライアント機能の有効/無効を設定します。 

設定されると背景が青くなります。 

② もどる 「ネットワーク設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① IPアドレス 

IPアドレスを設定する画面に移動します 

DHCP クライアント機能が「無効」の時設定でき

ます。 

② IPアドレス表示部 IPアドレスが表示されます。 

③ サブネットマスク 

サブネットマスクを設定する画面に移動します。 

DHCPクライアント機能が「無効」の時設定できま

す。 

④ 
サブネットマスク表示

部 

サブネットマスクが表示されます 

⑤ デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイを設定する画面に移動

します。DHCP クライアント機能が「無効」の時

に設定できます。 

⑥ 
デフォルトゲートウェイ

のアドレス表示部 
デフォルトゲートウェイのアドレスが表示され

ます 

⑦ もどる 「ネットワーク設定」画面にもどります。 

⑧ ホーム 

「設定」画面にもどります。「決定」ボタンを押

す前に「ホーム」ボタンを押すと，設定値は反映

されません。 

IPアドレス設定画面 

DHCPクライアント設定画面 

① 

② 

① 

⑤ 

⑦ 

③ 

② 

④ 

⑥ 

⑧ 
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項目 説明 

① IPアドレス 
変更したい IP アドレスのオクテットを選択しま

す。選択されると背景が青くなります。 

② テンキー アドレスを入力します 

③ ESC 
IPアドレスの変更を中断し，「IPアドレス設定」

画面にもどります。 

④ CLR 入力中の値を消します。 

⑤ ENTER 
入力を完了し，「IP アドレス設定」画面にもど

ります。 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

① サブネットマスク 
変更したいサブネットマスクのオクテットを選

択します。選択されると背景が青くなります。 

② テンキー アドレスを入力します 

③ ESC 
サブネットマスクの変更を中断し，「IP アドレ

ス設定」画面にもどります。 

④ CLR 入力中の値を消します。 

⑤ ENTER 
入力を完了し，「IP アドレス設定」画面にもど

ります。 

IPアドレス設定画面 

サブネットマスク設定画面 

① 

③ 

② 

⑤ ④ 

① 

③ 

② 

④ ⑤ 
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項目 説明 

① デフォルトゲートウェイ 
変更したいデフォルトゲートウェイのアドレス

のオクテットを選択します。選択されると背景が

青くなります。 

② テンキー アドレスを入力します 

③ ESC 
デフォルトゲートウェイのアドレスの変更を中

断し，「IPアドレス設定」画面にもどります。 

④ CLR 入力中の値を消します。 

⑤ ENTER 
入力を完了し，「IP アドレス設定」画面にもど

ります。 

 

 

 

 
 

項目 説明 

① タッチ音量 画面操作した時の音量を設定します。 

② 通知音量 
停電や復電など通知が発生した時の通知音の音

量を設定します。 

③ 警告発生音量 蓄電システムの警告発生音の音量を設定します。 

④ 異常発生音量 蓄電システムの異常発生音の音量を設定します。 

⑤ もどる 「音量設定」画面にもどります。 

⑥ ホーム 「設定」画面にもどります。 

 

音量設定画面 

デフォルトゲートウェイ設定画面 

① 

③ 

⑤ 

② 

④ 

① 

③ 

② 

⑤ ④ 

⑥ 
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項目 説明 

① 0-5 
各音量を設定します。 

異常音量は 0に設定することが出来ません。 

② もどる 「音量設定」画面にもどります。 

③ ホーム 「設定」画面にもどります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

音量設定画面 

① 

② 

③ 
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～ 運転モードについて ～ 

 

 

本システムには「ピピーーククシシフフトトモモーードド」と「ババッッククアアッッププモモーードド」の 2つの運転モード

があります。 

 

「ピピーーククシシフフトトモモーードド」 

充電時間に充電，放電時間に放電という動作を毎日自動的に行うモードです。平時

は「ピークシフトモード」でご使用ください。   

電気料金が安くなる時間帯に充電時間を設定，電気料金が高くなる時間を放電時間

に設定することで電気料金を節約することが可能となる場合があります。 

充電時の動作は設定により“定時間充電”もしくは“定電流充電”から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ババッッククアアッッププモモーードド」 

電力を蓄えた状態で待機するモードです。電池残量が少ない場合は充電時間に関係な

くすぐに充電を始めます。蓄電システムを非常用電源として使用する場合に設定する

モードです。 

 

○充電する時間帯によっては，単価の高い電力で充電することがあります。 

 

○充電には一定の時間がかかります。計画停電に備えて一時的に「バックアップモー

ド」で使用する場合，時間的余裕をもって計画停電開始 5時間前をめやすとし「バ

ックアップモード」に変更してください。 

 

○太陽光発電システムを接続している場合，発電した電力を充電に使用する場合があ

ります。 

 

○「バックアップモード」は，停電もしくは「ピークシフトモード」に変更するまで

放電は行いません。 

蓄電池残量 

充電開始時間 充電終了時間 

蓄電池残量 

充電開始時間 充電終了時間 

“定時間充電”の 

イメージ図 

“定電流充電”の 

イメージ図 
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～ 運転モードの設定 ～ 

 

運転モードの設定を変更します。 

以下の手順はピークシフトモードからバックアップモードへの変更手順です。 

 

①「メイン」画面で「設定」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定」画面で「運転モード設定」

領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

③設定されているモードの背景が青

く表示されています。変更するモー

ドの領域を押します。左図はピーク

シフトモードからバックアップモー

ドに変更する例です。 

 

 

 

 

④「もどる」ボタンを押します。 
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⑤「運転モード設定」領域に「バック

アップ」と表示されていることを確

認後，「もどる」ボタンを押して「メ

イン」画面にもどってください。 

 

 

 

 

 

 

⑥画面左上に「バックアップ」と表示

されていることを確認してください。  
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～ 充放電時間の設定 ～ 

 

 

 

①「メイン」画面で「設定」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定」画面で「充放電設定」領域

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

③「充放電設定１」画面で「充放電時

間設定」領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

④充電時間と放電時間が表示されま

す。充電時間を変更する場合は「充

電時間設定」の領域を，放電時間を

変更する場合は「放電時間設定」領

域を押します。 
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⑤「▲」と「▼」ボタンで開始時間と

終了時間を変更してください。変更

後「もどる」ボタンを押してくださ

い。 

 

 

 

 

 

⑥「決定」ボタン押してください。充

電時間と放電時間が設定されます。 

「キャンセル」ボタンを押すと変更開

始前の時間にもどります。 

 充電時間と放電時間は重複して設

定することはできません（重複する

と「決定」ボタンが押せません）。

どちらかの時間を変更し重複しない

ように設定してください。  
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～ 蓄電池使用履歴の確認 ～ 

 

 

 

本日分を含めた過去 1週間の蓄電池使用量の実績（目安）を確認することができます。 

 

①「メイン」画面で「履歴」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②6日前から本日までの蓄電池の使用

履歴が表示されます。 

確認が完了したら「もどる」ボタン

を押して「メイン」画面にもどって

ください。 
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～ 放電停止残量の設定 ～ 

 

 

蓄電池の放電停止残量（放電制限）を 0%～ 90%の範囲内で設定できます。蓄電池の残

量が設定された値に達した場合，放電を停止します。 

放電停止残量は系統連系時と停電時を個別に設定できます。 

停電時の放電停止残量は連系時の放電停止残量より大きく設定することはできません。 

バックアップモードでは放電しませんので連系時の放電停止残量は使用されません。 

 

大きな値を設定 ：停電発生時に十分な電力を家庭内負荷に供給できる可能性が上が

ります。 

小さな値を設定 ：停電発生時に十分な電力を家庭内負荷に供給できない可能性があ

りますが，ピークシフト効果は高くなります。 

 

①「メイン」画面で「設定」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定」画面で「充放電設定」の

領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「充放電設定 1」画面で「放電停止

残量設定」の領域を押します。 
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④「放電停止残量設定」画面で「連

系時放電停止残量設定」か「停電時

放電停止残量設定」の領域を押しま

す。 

 

 

 

 

 

⑤「▲」，「▼」ボタンで残したい

量を0%～90%の範囲で入力してくだ

さい。入力が完了したら「もどる」

ボタンを押してください。 
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～ 太陽光余剰充電設定 ～ 

 

 

太陽光発電システムで発生した余剰電力を売電せずに，蓄電池の充電に使用すること

を許可する設定です。 

 

①「メイン」画面で「設定」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定」画面で「充放電設定」領域

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

③「充放電設定 1」画面で「 」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「充放電設定 2」画面で「太陽光余

剰充電設定」領域を押します。 
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⑤「余剰電力充電 ON」領域を押して機

能を有効にします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「ホーム」ボタンを押して「設定」

画面にもどってください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「もどる」ボタンを押して「メイン」

画面にもどってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「メイン」画面の中央上部に「 」

のアイコンが表示されます。 
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～ ネットワーク設定(IP アドレスを固定する) ～ 

 

 

 

ECHONET Liteネットワークへの接続に必要な設定を行います。 

（エネルギーモニターに ECHONET Liteネットワークのケーブルが接続されている必要

があります。） 

 

①「メイン」画面で「設定」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定」画面で「環境設定」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「環境設定」画面で「ネットワーク

設定」領域を押します。 
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④「ネットワーク設定」画面で「DHCP

クライアント設定」領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤「DHCPクライアント設定」画面で「無

効」領域を押します。 

「もどる」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

⑥「ネットワーク設定」画面で「IP

アドレス設定」領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「IPアドレス設定」画面で変更した

い項目の領域を押します。 
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⑧IPアドレスの変更したいオクテッ

トをタッチし，テンキーでアドレス

を設定してください。入力に誤りが

あった場合には「CLR」ボタンを押

して入力をやり直してください。 

 入力が完了したら「ENTER」ボタン

を押してください。変更を中止して

もどるときは「ESC」ボタンを押し

てください。 

 

 

⑨設定を有効にするため，「決定」

ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 
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～ 通知表示と処置例 ～ 

 

エネルギーモニターの画面に「発生中通知・警告」画面が表示された場合，表示され

ている内容ごとに適切な処置を行ってください。 

 

内容 ページ 

通知：消費電力 2.5kW以上 

通知：停電発生中 
37ページ 

警告：エラーコード 0x5F 

通知：停電発生中 
37ページ 

通知：残量設定値+5% 到達 

通知：停電発生中 
38ページ 

通知：放電停止残量到達 

通知：残量設定値+5% 到達 

通知：停電発生中 

通知：残量設定値 到達 

38ページ 

通知：停電発生中 39ページ 

通知：復電後の投入待ち 39ページ 
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停電時において，蓄電池の放電電力が 2.5 kWを超えたときに表示されるメッセージ

です。 

蓄電池の放電電力が 3.0 kWを超えると本システムは出力を停止しますので，3.0 kW

に達しないように電気機器をご使用ください。 

 

このメッセージ画面とブザー音は，「確認」ボタンを押すか，蓄電池の放電電力が 2.5 

kW未満になると自動的に消えます。再び 2.5 kWを超えると再表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

停電時において，蓄電池の放電電力が 3.0 kWを超えたことにより，本システムが出

力を停止したときに表示されるメッセージです。 

 

蓄電池の放電電力が 3.0 kW未満になるよう消費電力を減らしてから「確認」ボタン

を押してください。ブザー音が止まり，家庭内への電力供給を再開します。（消費電力

を下げずに「確認」ボタンを押すと，本システムは放電電力が 3.0 kWを超えているこ

とを再検知して出力を停止し，メッセージ画面を再表示します。） 

上記の操作を実行しても電力供給が行われない場合，販売店に点検を依頼してください。 
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停電時において，放電により蓄電池の残量が“停電時放電停止残量設定+5%”になっ

たときに表示されるメッセージです。 

蓄電池の残量が「停電時放電停止残量設定」に達した場合，本システムは出力を停止

します。このメッセージがでたら本システムの出力が停止する前に適切なシャットダウ

ン手続きが必要な電気機器の電源を「OFF」にしてください。 

「停電時放電停止残量設定を小さくする」もしくは「消費電力を抑える」ことにより，

本システムが家庭内へ電力を供給する時間を延ばすことができます。 

「確認」ボタンを押すとブザーが止まり，メッセージ画面が消えます。 

 

 

 

 

 

 

停電時において，蓄電池の残量が「停電時放電停止残量設定」に達し，本システムが

出力を停止したときに表示されるメッセージです。（「停電時放電停止残量設定」を蓄

電池の残量より大きな値に設定したときも，出力を停止し，同じメッセージがでます。） 

 

「停電時放電停止残量設定」を小さくすることにより，家庭内へ電力供給を再開でき

ることがあります。 

 

「確認」ボタンを押すとブザーが止まり，メッセージ画面が消えます。 
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停電が発生したときに表示されるメッセージです。 

 

停電してから一定時間が経過すると，本システムは自動的に家庭内へ電力供給を開始

します。このとき「停電時放電停止残量設定」を小さくする，もしくは家庭内の消費電

力を抑えることにより，本システムが電力を供給できる時間を延ばすことができます。 

 

「確認」ボタンを押すとブザーが止まり，メッセージ画面が消えます。 

 

 

 

 

 

 

停電が解消されたときに表示されるメッセージです。 

 

電力会社から電力供給が再開されると本システムは家庭内への電力供給を止めるた

め，一時的に家庭内が停電状態になりますが一定時間後に電力会社からの電力供給に切

り替わります。 

画面下部に表示されている「復電後の投入阻止カウント」が 0秒になるまで本システ

ムは放電を開始しません。 

 

「確認」ボタンを押すとブザーが止まり，メッセージ画面が消えます。 
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～ 警告表示と処置方法 ～ 

 

 

 

 

使用中に異常が発生した場合，ブザーが鳴り，「発生中通知・警告」画面が表示され

ます。画面に表示されているエラー番号を記録し，記載された処置を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー番号 通知・警告の内容と処置方法 

0x6F 
特定の警告が 1日に 10回以上発生したため，蓄電パワーコンディショ

ナの運転を停止しました。日付が変われば運転を再開しますが，念のた

め販売店にご連絡ください。 

0x6B, 0x6E 
内部リレーが故障した可能性があるため，蓄電パワーコンディショナの

運転を停止しました。販売店に点検を依頼してください。 

0x73, 0x74, 0x75 

0x77, 0x7E, 0x7F 

蓄電池に何らかの異常が発生したため，蓄電パワーコンディショナの運

転を停止しました。販売店に点検を依頼してください。 

0x80, 0x83, 0x84 

0x85, 0x86, 0x88 

蓄電パワーコンディショナ周辺で異常が発生したため，蓄電パワーコン

ディショナの運転を停止しました。販売店に点検を依頼してください。 

エラー番号 
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～ 発煙，発火，異臭等の緊急時の場合の対応 ～ 

 

 

 

本体に発煙，発火，異臭等が発生した

場合，速やかに次の作業を実行してくだ

さい。 

 

①直ちに「蓄電系統用ブレーカ」と「蓄

電負荷用ブレーカ」を「OFF」にして

ください。 

 

②消防署へ通報してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「メイン」画面で「設定」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

④「設定」画面で「運転操作」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

蓄電系統用 
ブレーカ 

蓄電負荷用 
ブレーカ 

蓄電系統用 
ブレーカ 

蓄電負荷用 
ブレーカ 
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⑤「システム OFF」領域を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「システム OFF」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「はい」ボタンを押します。画面は

一定時間が経過すると自動的に消え

ます。 

 

販売店に状況を連絡してください。

以後，本体，エネルギーモニター，

ケーブルに触れないようにしてくだ

さい。 
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～ こんな時には ～ 

 

 

 

症状 原因 処置方法 

エネルギーモニタ

ーの画面をタッチ

しても画面が表示

されない。 

「システム OFF」を実行した。 
46ページの「誤ったシステム OFFからの

再起動」に従って処置してください。 

画面表示部以外に触れてい

る。 

画面表示部に確実に触れてください。全

く反応がないときは，販売店にご連絡く

ださい。 

「システム OFF」が実行され，

契約ブレーカもしくは蓄電

系統用ブレーカが「OFF」に

なっている。 

何らかの異常が発生し，処置された状態

になっている可能性がありますので，操

作しないでください。 

誤って「システム OFF」が実行され，か

つ契約ブレーカもしくは蓄電系統用ブレ

ーカが「OFF」になっていた場合，46 ペ

ージの「誤ったシステム OFF からの再起

動」に従って処置してください。 

エネルギーモニタ

ーの画面が変わら

ない。希望する内容

と異なる内容が表

示される。 

画面に表示された内容以外

の箇所に触れている。 

取扱説明書に従って，目的の表示部を確

実に触れてください。 

画面表示部に 2 点以上同時

に触れた状態で操作してい

る。 

画面表示部になにも触れていないことを

確認してください。また，画面表示部に

は 2 点以上触れないように操作を行って

ください。動作が改善しないときは，販

売店にご連絡ください。 

エネルギーモニタ

ーに表示されてい

る現在日時が正し

くない。 

現在日時の設定が間違って

いる。 

18ページの「日時設定画面」で正しい日

付，時間を設定してください。 

ピークシフトモー

ドで運転中，蓄電池

残量が増加しない。 

現在の時間が充電時間帯で

はない。 

ピークシフトモードで運転中のときは，

予め設定している充電時間帯でのみ充電

します。充電時間は 13ページの「充放電

時間設定画面」でご確認ください。 

現在日時の設定が間違って

いる。 

18ページの「日時設定画面」で正しい日

付，時間を設定してください。 

蓄電池残量が 100%になって

いる。 

すでに充電が完了し，満充電となってい

るため，増加することはありません。 

本体の周辺温度が低い。 
本体周辺温度が上がるまでお待ちくださ

い。 

停電しているか，契約ブレー

カもしくは蓄電系統用ブレ

ーカが「OFF」になっている。 

停電時や契約ブレーカもしくは蓄電系統

用ブレーカが「OFF」になっているときは，

商用系統から充電することができませ

ん。安全を確認し契約ブレーカおよび蓄

電系統用ブレーカを「ON」にしてくださ

い。表示が変わらない場合は停電発生中

ですので，停電が終了し充電ができるま

でお待ちください。 
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症状 原因 処置方法 

停電時，太陽光発電

システムから家庭

内に電力が供給さ

れない。 

蓄電池の残量が残量設定以

下になっている。 

「停電時放電停止残量設定」を蓄電池の

残量より小さい値に設定してください。 

太陽光発電システムのパワ

ーコンディショナが動作し

ていない。 

太陽光発電システムのマニュアルをご参

照ください。 

太陽光発電システムから供

給される電力が過剰になっ

ている。 

太陽光発電システムから供給される電力

が家庭内の消費電力を超え，かつ蓄電池

に充電できる最大容量を超える場合，

安全のため太陽光発電システムと本シス

テムの接続を遮断します。以後は蓄電池

の残量によって次のような動作をしま

す。 

 

[蓄電池の残量が 81%以上の場合] 

蓄電池の残量が 80%以下になると太陽光

発電システムと再接続します。 

 

[蓄電池の残量が 80%以下の場合] 

遮断してから一定時間経過後，再接続が

実行されますが，過剰な状態が解消され

ない場合，再び遮断され，以後これを繰

り返します。 

家庭内の消費電力量をあげると，太陽光

発電システムからの電力を安定して使用

できることがあります。 

蓄電池の残量が残

量設定よりも低く

なるときがある。 

本システムの動作電力は蓄

電池から供給されているた

め。 

通常の動作です。異常ではありません。 

充電時間帯以外の

時間に充電するこ

とがある。 

内部のリチウムイオン電池

モジュールの温度が低い。 

モジュールの温度が一定以上になるまで

断続的に充電を行う機能によるもので

す。異常ではありません（停電中は機能

しません）。 

充電速度が遅い。 

充電量が満充電に近づいて

いる。 

満充電に近づくに従い，充電速度は遅く

なります。異常ではありません。 

蓄電池内部で電圧のバラン

ス調整を行っている。 

バランス調整は通常の動作です。充放電

を繰り返すうちにバランス調整時間は短

くなりますが，長期にわたって改善が見

られない場合，販売店にご連絡ください。 

 



 

   LS3066HOSN 取扱説明書 45/49 

 

 

 

 

 

症状 原因 処置方法 

ピークシフトモー

ドで運転中，放電が

行われず，蓄電池残

量が減少しない。 

現在の時間が放電時間外で

ある。 

放電時間外では放電できません。放電時

間を変更するか放電時間になるまでお待

ちください。 

現在日時の設定が間違って

いる。 

18ページの「日時設定画面」で正しい日

付，時間を設定してください。 

電力を消費していない。もし

くは消費電力が少ない。 

一定量の消費電力が発生した場合に放電

が行われます。0.3 kW程度の消費電力が

あるにもかかわらず，放電が行われない

場合，販売店にご連絡ください。 

本体の周辺温度が低い。 
本体周辺温度が上がるまでお待ちくださ

い。 

停電時に特定負荷

ラインの電気機器

が動かない。 

電気機器の電源が切れてい

る（待機状態あるいはスタン

バイ状態になっている）。 

停電により電気機器の電源が切れている

可能性があります。電気機器の取扱説明

書に従って電源をいれるか，再起動して

ください。 

蓄電負荷用ブレーカが「OFF」

になっている。 

蓄電負荷用ブレーカを「ON」にしてくだ

さい。 

蓄電池の放電電力が 3 kW を

超えたため，本システムが出

力を停止した。 

蓄電池の放電電力が 3 kW 未満になるよ

う，電気機器をお使いください。 

運転モードの変更

ができない。 

エネルギーモニターの「メイ

ン」画面に「停電」と表示さ

れている。 

停電中は運転モードの変更をすることが

できません。 

バックアップモー

ドに変更できない。 

すでにバックアップモード

で運転している。 

エネルギーモニターの「メイン」画面に

「バックアップ」と表示されていること

を確認してください。 

契約ブレーカもしくは蓄電

系統用ブレーカが「OFF」に

なっている。 

契約ブレーカおよび蓄電系統用ブレーカ

が「OFF」になっている場合は再度「ON」

にしてください。運転モードの切り替え

が可能になります。 

停電している。 

停電時は運転モードを変更することはで

きません。停電が回復してから運転モー

ドの変更を行ってください。 

100%まで充電でき

ない。 
温度や環境による影響。 

本体周辺の温度や動作環境によって，充

電時間内に 100%まで充電できないことが

あります。異常ではありません。 

充電時間帯に充電

できない。 
家庭内の消費電力が大きい。 消費電力を減らしてください。 

停電時，蓄電システ

ムの電力を使用で

きない。 

蓄電池の残量が「停電時放電

停止残量設定」以下になって

いる。 

「停電時放電停止残量設定」を下げてく

ださい。 

特定負荷ではなく，一般負荷

用コンセントに電気機器を

接続している。 

特定負荷用コンセントに接続してくださ

い。 
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～ 誤ったシステム OFF からの再起動 ～ 

 

 

  注意 

誤って「システム OFF」を実行してしまった場合のみ，本ページの操作で再起動を行

うことができます。発煙，発火，異臭等の緊急時に「システム OFF」を実行した場合は，

再起動はせずに販売店にご連絡ください。 

再起動させる場合，家庭内への電力供給を一時的に停止します。実行前に電気機器の

電源を「OFF」する等，電力供給停止の影響がでないようにしてください。また，警備

会社と警備契約を結んでいた場合，事前通知しておいた方がよいケースがありますので

ご注意ください。 

 

 

①上記の注意事項に該当しないこと

を確認してから，蓄電系統用ブレー

カを一度「OFF」にし，およそ 1分経

過お待ちください。その後蓄電系統

用ブレーカを「ON」にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

①エネルギーモニターに“起動中”と

いう文字が表示され，自己診断が行

われます。画面に触れずしばらくお

待ちください。 

  

 

 

 

②自己診断終了後，起動準備が完了す

るとスタート画面が表示されます。 

 

スタートボタンを押して本システム

をスタートさせてください。 

 

 

蓄電系統用 
ブレーカ 

蓄電負荷用 
ブレーカ 

蓄電系統用 

ブレーカ 

蓄電負荷用 

ブレーカ 
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～ お手入れ方法 ～ 

 

 

（１）エネルギーモニターのお手入れ 

 

●お手入れ 

①表面のお手入れ 

汚れた時は，乾いた柔らかい布で「から拭き」してください。 

 

 

 

●ひどい汚れの場合（液晶画面除く） 

①薄めた中性洗剤を浸み込ませた布を固く絞ってからよく拭いてください。 

②その後，水や洗剤が残らないように，乾いた布でよく拭いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本体のお手入れ 

 

●お手入れ 

①本体表面のお手入れ 

汚れた時は，水を浸み込ませた布を固く絞ってから拭いてください。 

 

●ひどい汚れの場合 

①薄めた中性洗剤を浸み込ませた布を固く絞ってからよく拭いてください。 

②その後，水を浸み込ませた布を固く絞ってから洗剤を拭き取ってください。 

 

●フィルタの交換 

本体背面にある吸排気口（4カ所）のフィルタのお手入れを定期的に行ってください

（3か月程度が目安です）。フィルタの汚れがひどい場合は付属のフィルタと交換後，

フィルタを洗ってください。洗ったフィルタは次回の交換の際に使用してください。 

 

●その他 

①お手入れの際，本体のカバーは絶対に外さないでください。 

②お手入れについてご不明の点は販売店にお問い合わせください。 
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～ 設定確認 ～ 

 

 

 

 

記入日      年   月   日   

1. 負荷接続方式 一般負荷 ＋ 特定負荷  ／  すべて特定負荷 

 

備考欄 

 

 

＊施工業者の方がご記入ください。 

 



 

   LS3066HOSN 取扱説明書 49/49 

～ 仕様 ～ 

 

 

 

リチウムイオン蓄電池 

蓄電容量 7.0 kWh（定格容量 6.6 kWh，22 Ah） 

 

系統連系出力（蓄電池＋蓄電パワーコンディショナ） 

電気方式 単相 3 線式 AC202 V，50 Hz/60 Hz 

定格出力 3 kVA（※） 

力率 0.95 以上 

 

自立運転出力（蓄電池＋蓄電パワーコンディショナ） 

電気方式 単相 3 線式 AC202 V/単相 2 線式 AC101 V， 50 Hz/60 Hz 

出力電力 3 kVA（※） 

 

使用環境温度 0 ℃ ～ 45 ℃ 

使用環境湿度 20 % ～ 85 % 

 

※系統連系出力（ピークシフトモード）および自立運転出力（停電モード）の定格は 3 kVA

です。ご使用いただける電力(W)は，ご使用になる電気機器によって異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

～ メモ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取扱説明書の一部又は全部を，無断で転載又は複写することは固くお断りします。 

・取扱説明書の内容は，将来予告なしに変更することがあります。 

・取扱説明書の作成に当たっては万全を期しておりますが，内容に関連して発生した

損害などについては，その責任を負いかねますのでご了承ください。 

もしご不審の点や誤り，記載漏れなどにお気付きのことがございましたら，お求め

になりました販売店にご連絡ください。 
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